
 

  





議決 第 １ 号 

 

 

 

令和４年度事業報告及び決算について 

 

 

 

 

 公益財団法人大阪府三島救急医療センター定款第７条第１項の規定に

基づき、公益財団法人大阪府三島救急医療センターの令和４年度事業及び

収支決算を別紙のとおり報告し、理事会の承認に付する。 

 

 

 

 

 

令和５年５月25日 議決 

 

公益財団法人 大阪府三島救急医療センター 

理 事 長  佐 野 浩 一 
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議決 第 ３ 号 

 

 

 

令和４年度事業報告及び決算について 

 

 

 

 

 公益財団法人大阪府三島救急医療センター定款第７条第２項の規定に

基づき、公益財団法人大阪府三島救急医療センターの令和４年度事業及び

収支決算を別紙のとおり報告し、評議員会の承認に付する。 

 

 

 

 

 

令和５年６月29日 議決 

 

公益財団法人 大阪府三島救急医療センター 

理 事 長  佐 野 浩 一 
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令和４年度事業報告 

 

１ 事業概要  

 

・事業の目的 

公益財団法人大阪府三島救急医療センターは、地域の初期救急医療を担う夜間休日等応急

診療等事業と重症救急医療を担う救命救急事業を主体とする。当財団は、地域住民が等しく

救急医療の利益を享受できるよう、これらの事業を実施運営することにより健康で幸福な住

民生活の保持と公衆衛生の向上に寄与することを目的に公益的な医療を行う。 

 

・運営方針 

「救急医療は医の原点であり、その享有するところの利益は万人平等でなければならな

い」という設立当初からの理念が当財団の指針となっている。当財団は住民の公益に寄与す

る法人として、深夜時間帯を含めた夜間休日等応急診療等事業及び救命救急事業を通じて、

地域住民に対して良質で安心、安全な医療を提供し、地域医療の向上のために貢献する。基

本的に救急患者を断らず、社会的使命を自覚し、初期救急及び重症医療を担保する。 

 

・事業の特色 

公益目的事業１（公１事業） 

夜間休日等応急診療等事業（高槻島本夜間休日応急診療所）については、小児初期救急

医療を広域で担い、内科に加え、外科を有しているのが大きな特長である。歯科は休日の

み診療している。他の病院、診療所の夜間及び休日等の休診時に診療を行い、地域の無診

療の時間帯の応急診療を担っている。 

なお、南芥川町に所在した診療所については八丁西町の新建物へ移転するため、令和５

年３月２６日をもって診療を終了し、令和５年４月１日から新建物において診療を開始し

た。 

 

公益目的事業２（公２事業） 

救命救急事業（大阪府三島救命救急センター）は後送病院を持たない単独型の運用形態

をとり、高度な治療機器、各科専門医等、専門家スタッフによるチームユニットが、重症

救急患者搬入から手術までを自己完結的に行い、「命の最後の砦」として機能していたと

ころであったが、救命救急センター機能の大阪医科薬科大学病院への移転に伴い令和４年

６月３０日閉院するに至った。 

 

・患者の受け入れ状況 

１） 公益目的事業 

公１事業：夜間休日等応急診療等事業（高槻島本夜間休日応急診療所） 

（診療科目）内科、小児科、外科、歯科（休日のみ） 

※応急診療であり、患者は翌日あるいは休み明けにかかりつけの医

院または専門の医療機関への受診が必要 
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      （診療時間） 

・内科・小児科・外科 

平 日：午後９時～翌朝午前７時 

          土曜日：午後３時～翌朝午前７時 

          休 日：午前１０時～正午 

午後２時～午後５時 

             午後７時～翌朝午前７時 

        ・歯 科 

休 日：午前１０時～正午 

午後２時～午後５時 

（収容期間） 

外来のみで検査・治療観察後帰宅または入院の他加療が必要な場合は後送病

院へ搬送し、収容はしない。 

 

（収容体制） 

小児科については輪番制で後送病院を確保。他科については、かかりつけ 

病院、患者希望等を優先し、病院車または消防の救急車で転送を行う。 

 

公２事業：救命救急事業（大阪府三島救命救急センター） 令和４年６月３０日閉院 

（標榜科目）救急科、内科、外科、整形外科、放射線科、麻酔科、心臓血管外科、 

循環器内科、脳神経外科、小児科、形成外科 

※各科専門医が救急医として救急科を担う。 

※消防の搬送基準に基づいた重症患者のほか、二次病院からの重症 

患者も受け入れる。 

※原則として外来診療は行わないが、入院後転院した患者のその後 

の外来フォロー診療及び発生した患者の状況などによる場合は、 

この限りでない。 

（診療体制） 

２４時間３６５日 

   （収容期間） 

処置・手術後、患者が生命の危機を脱し転院可能な状態となるまでの期間 

      （収容体制） 

患者の病状が安定し転院可能と認められた時は出来る限り速やかに地域病 

院群及び患者居住地の医療機関に依頼し、常時、重症患者収容のための空床 

を確保する。 

 

２ 令和４年度の事業概況 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の流行が継続する中、各事業ともに感染防止策

を徹底しながら事業の継続に努めた。 

公１事業「夜間休日等応急診療等事業（高槻島本夜間休日応急診療所）」においては、令
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和３年１２月から日曜日及び年末年始期間の日中時間帯に新型コロナウイルス感染症の抗

原定性検査を内科患者に行っていたが、大阪府知事からの要請により令和４年１２月から日

曜日、祝日及び年末年始期間の日中時間帯に臨時発熱外来として新型コロナウイルス感染症

の抗原定性検査を内科患者及び小児科患者に行った。検査の結果陽性となった患者に対して

は専用の診察室での診察を行い、地域での新型コロナウイルス感染症対策の一翼を担うこと

ができた。しかしながら、受診患者数及び診療収入は、新型コロナウイルス感染症の拡大以

前と比べて減少しており、厳しい収支状況となっている。 

なお、高槻島本夜間休日応急診療所については、令和５年４月１日に高槻市八丁西町１番

１０号へ移転した。 

公２事業「救命救急事業（大阪府三島救命救急センター）」においては、令和２年度から

継続して大阪府の要請を受け新型コロナウイルス感染症の重症患者を受け入れ、感染防止に

細心の注意を払いながら救命救急センターとして令和４年６月まで診療を継続したが、救命

救急センター機能の大阪医科薬科大学病院への移転に伴い令和４年６月３０日閉院するに

至った。 

令和４年度の当財団の財務状況は、正味財産増減計算において、公１事業では、患者数が

前年度比で 5,114人増加し、収入においても 1億 642万 5,847円の増収となった。また、公

２事業においては、令和４年６月３０日に閉院したため、患者数が前年度比で 938人減少し、

医業収益は 6億 3,943万 3,622円の減収となった。 

なお、当財団の指定正味財産である減価償却引当資産について、令和４年１０月に開催さ

れた三島二次医療圏救急医療検討会（書面開催）で取りまとめられたとおり、建物等の解体

費用に充当するとともに、なお生じた残余額 2億 4,548万 7,149円については令和５年３月

２８日に３市１町（高槻市・茨木市・摂津市・島本町）に返還した。 
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１）患者の受け入れ状況                        単位：人 

  令和２年度 令和３年度 令和４年度 

公 １ 事 業 １１，７０８ １４，３６１ １９，４７５ 

公 ２ 事 業 １，１８４ １，１３４ １９６ 

他 １ 事 業 ６，８８５     ０      ０ 

合   計  １９，７７７  １５，４９５  １９，６７１ 

前 年 度 差 異 △２８，９３８ △４，２８２ ４，１７６ 

 

 

２）財産及び収支の状況 

  財産の状況（財団全体）                       単位：円 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

総 資 産 額 2,492,613,886 2,578,267,480 1,509,510,708 

正 味 財 産 期 末 残 高 1,113,995,778 1,570,678,632 973,714,447 

正 味 財 産 増 減 額 

前 年 度 差 異 
   97,525,896    456,682,854  △596,964,185 

  

 収支の状況（財団全体）                       単位：円 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

経  常  収  益   2,697,886,074   2,707,009,773   1,091,712,006 

（ 医  業  収  益 ）  (978,807,571)     (1,015,311,018)          (482,303,243)       

経  常  費  用   2,654,662,442   2,510,639,021   1,327,758,583 

当 年 度 経 常 増 減 額     43,223,632     196,370,752   △236,046,577 

当年度正味財産増減額      97,525,896     456,682,854   △596,964,185 
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３．職員の状況                 令和５年３月３１日現在 単位：人 

                                                              公１事業会計 

応急診療所 

公２事業会計 

救命センター 

法人会計 

常  勤 非 常 勤 常  勤 非 常 勤 常  勤 非 常 勤 

医 師  １９７＊    １ 

歯 科 医 師  ７４＊     

看 護 師 ６ ２８     

看 護 助 手       

薬 剤 師  ３７＊     

臨床検査技師  １４     

放 射 線 技 師 １   １１     

臨床工学技士    １     

管 理 栄 養 士       

栄 養 士       

歯 科 衛 生 士  １１     

歯 科 助 手       

事 務 そ の 他 ２ ４ ２  １ ２ 

合 計 ９ ３７７ ２  １ ３ 

医師＊：大阪医科薬科大学病院、高槻市医師会、茨木市医師会及び摂津市医師会からの出務 

歯科医師＊：高槻市歯科医師会からの出務 

薬剤師＊：高槻市薬剤師会及び茨木市薬剤師会からの出務 
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４．理事名簿                       令和５年３月３１日現在 

役 員 名 氏   名 任期 所 属 団 体・役 職 名 

理  事  長 佐 野 浩 一 (注１) 大阪医科薬科大学学長・副理事長 

副 理 事 長 保 田   浩 〃 一般社団法人高槻市医師会長 

副 理 事 長 上 野   豊 〃 一般社団法人茨木市医師会長 

専 務 理 事 法 幸 貞 次 〃 公益財団法人大阪府三島救急医療センター事務局長 

常 務 理 事 根 尾 俊 昭 〃 高槻市健康福祉部長 

理  事 小 西 哲 也 〃 茨木市健康医療部長 

理  事 荒 井 陽 子 〃 摂津市保健福祉部理事 

理  事 原 山 郁 子 〃 島本町健康福祉部長 

理  事 南   敏 明 〃 大阪医科薬科大学病院長・理事 

理  事 芦 田   明 〃 大阪医科薬科大学小児科学教室教授 

理  事 山 内 榮 樹 〃 一般社団法人摂津市医師会長 

注１：令和６年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 

 

５．監事名簿                       令和５年３月３１日現在 

役 員 名 氏   名 任期 所 属 団 体・役 職 名 

監 事 永 田   暢 (注２) 島本町会計管理者 

監 事 藥 師 寺  玲 (注３) 公認会計士 

   注２：令和６年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 

   注３：令和８年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 

  

６．評議員名簿                      令和５年３月３１日現在 

役 員 名 氏   名 任期 所 属 団 体・役 職 名 

評 議 員 砂 野 彰 宏 (注４) 一般社団法人高槻市歯科医師会長 

評 議 員 石 田 佳 弘 (注４) 一般社団法人高槻市薬剤師会長 

評 議 員 永 井 仁 美 (注６) 大阪府茨木保健所長 

評 議 員 森 定 一 稔 (注６) 高槻市保健所長 

評 議 員 原 田 辰 幸 (注４) 高槻市消防本部消防長 

評 議 員 乾   克 文 (注５) 茨木市消防本部消防長 

評 議 員 松 田 俊 也 (注５) 摂津市消防本部消防長 

評 議 員 三 浦   毅 (注４) 島本町消防本部消防長 

評 議 員 星 賀 正 明 (注６) 大阪医科薬科大学内科学Ⅲ教室教授 

注４：令和６年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 

注５：令和７年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 

注６：令和８年６月に開催される定時評議員会の終結の時まで 
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７．理事会・評議員会の開催状況 

 

理事会 

 

第１回理事会  令和４年４月２７日開催（書面により開催） 

 

議案第１号 令和４年度第１回評議員会を書面により開催することについて 同 意 

議案第２号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター理事候補者を評議員会に

推薦することについて 
同 意 

議案第３号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター監事候補者を評議員会に

推薦することについて 
同 意 

議案第４号 
令和４年度第１回評議員選定委員会を書面により開催することにつ

いて 
同 意 

議案第５号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター評議員候補者を評議員選

定委員会に推薦することについて 
同 意 

 

第２回理事会  令和４年５月２７日開催（書面により開催） 

 

認定第１号 令和３年度事業報告及び決算報告認定について 同 意 

議案第１号 令和４年度第２回評議員会を書面により開催することについて 同 意 

議案第２号 任期満了に伴い次期理事候補者を評議員会へ推薦することについて 同 意 

議案第３号 任期満了に伴う次期評議員選定委員（外部委員）の選任について 同 意 

議案第４号 公益目的事業２の廃止に伴う定款の変更について 同 意 

 

第３回理事会  令和４年６月２７日開催（書面により開催）  

議案第１号 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選定について 同 意 

 

 

第５回理事会  令和５年１月２５日開催（書面により開催） 

議案第１号 令和４年度第３回評議員会を書面により開催することについて 同 意 

議案第２号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター理事候補者を評議員会に

推薦することについて 
同 意 

 

 

第４回理事会  令和５年１月１０日開催（書面により開催） 

議案第１号 
令和４年度第２回評議員選定委員会を書面により開催することにつ

いて 
同 意 

議案第２号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター評議員候補者を評議員選

定委員会に推薦することについて 
同 意 
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第６回理事会  令和５年２月１日開催（書面により開催） 

議案第１号 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選定について 同 意 

 

第７回理事会  令和５年２月１７日開催（書面により開催） 

議案第１号 
公益目的事業の夜間休日等応急診療等事業会計（高槻島本夜間休日応

急診療所）特定資産の取崩しについて 
同 意 

議案第２号 令和５年度事業計画を定めることについて 同 意 

議案第３号 
令和５年度公益財団法人大阪府三島救急医療センター収支（正味財産

増減）予算を定めることについて 
同 意 

議案第４号 主たる事務所の所在場所の変更について 同 意 

 

評議員会 

 

第１回評議員会  令和４年５月１２日開催（書面により開催）  

議案第１号 公益財団法人大阪府三島救急医療センター理事の選任について 同 意 

議案第２号 公益財団法人大阪府三島救急医療センター監事の選任について 同 意 

 

第２回評議員会  令和４年６月１０日開催（書面により開催）  

認定第１号 令和３年度事業報告及び決算報告認定について 同 意 

議案第１号 任期満了に伴う次期理事の選任について 同 意 

 

第３回評議員会  令和５年２月１日開催（書面により開催） 

議案第１号 公益財団法人大阪府三島救急医療センター理事の選任について 同 意 

議案第２号 
公益財団法人大阪府三島救急医療センター評議員選定委員の選任に

ついて 
同 意 

 

評議員選定委員会 

 

第１回評議員選定委員会  令和４年５月１９日開催（書面により開催）  

議案第１号 
令和４年度第１回理事会にて推薦された評議員候補者を評議員に選

任することについて 
同 意 

 

第２回評議員選定委員会  令和５年１月１６日開催（書面により開催） 

議案第１号 
令和４年度第４回理事会にて推薦された評議員候補者を評議員に選

任することについて 
同 意 
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８．資金調達と設備投資の状況 

・資金調達について 

公１事業においては、通常の指定管理料として 1億 9,000万円を受け入れた。また、新

型コロナウイルス感染症に係る臨時発熱外来体制の整備補助として、総額 299万 3,000円

の補助と新型コロナウイルス感染症の診療・検査支援金 474万円を受け入れた。 

公２事業においては、新型コロナウイルス感染症患者の受け入れによる大阪府から空床補

償として、総額 2億 7,376万 8,000円の補助と新型コロナウイルス関連補助金 4,553万 9,572

円を受け入れた。 

また、独立行政法人福祉医療機構から運営資金として 2億円を借り入れていたが、新型コ

ロナウイルス感染症患者の受け入れによる大阪府からの空床補償と救命救急センター全体

の医業収益により、令和４年１１月に自己資金で返済することができた。 

なお、公１事業の運転資金の不足を補うため、公２事業から公１事業へ 1億 500万円の資

金移動を年度末に行った。 

 

・設備投資の状況 

公１事業においては、新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査のため大阪府より補

助を得て、セーフティークリーンパーティションの設置を行った。また、新施設への移

転に伴い電子カルテシステムの新規導入、エックス線撮影システムの更新等を行った。 

公２事業においては、令和４年６月３０日閉院のため、新たな設備投資を行っていな

い。 

 

９．対処すべき課題 

 公益目的事業１（公１事業） 

応急診療所は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴い、感染対

策を継続しながら、施設移転後の円滑な施設運営に努めていく。また同感染症の影響により

患者数がコロナ前の水準に戻らない状況が続いているため引き続き収支改善に努めていく。 

 公益目的事業２（公２事業） 

救命救急センターは、令和４年６月３０日に閉院したが、建物の除却工事が令和６年度ま

で行われる予定であるため、残務処理を適切に行っていく。 
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事業報告の附属明細書 

 

令和４年度の当財団の各事業別の収支状況については、以下のとおり。 

 

公益目的事業１（公１事業）                     単位：円 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

経 常 収 益 477,520,490 479,894,061 513,477,021 

（ 医 業 収 益 ） （158,603,641） （209,454,437） （315,880,284） 

（ 指 定 管 理 料 ） （313,518,518） （265,000,000） （190,000,000） 

経 常 費 用 550,413,750 521,072,346 667,459,344 

当 年 度 経 常 増 減 額  △72,893,260  △41,178,285 △153,982,323 

当年度正味財産増減額  △72,893,260 △39,562,992 △47,300,101 

 
 

公益目的事業２（公２事業）                     単位：円 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

経 常 収 益 2,166,622,343 2,225,776,818 578,185,240 

（ 医 業 収 益 ） （784,220,564） （805,856,581）  （166,422,959） 

経 常 費 用 2,035,458,648 1,989,156,709 659,720,545 

当 年 度 経 常 増 減 額 131,163,695 236,620,109 △81,535,305 

当年度正味財産増減額 185,465,959 495,316,918 △549,135,135 
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

（固定資産）

 基本財産 預金
定期預金
　京都銀行　高槻支店

法人
運用益を管理費の財源として使用
している 26,713,000

定期預金
　りそな銀行　高槻支店

法人 　　　　　　　〃 2,150,000
定期預金
　三井住友銀行　高槻支店

法人 　　　　　　　〃 1,100,000
普通預金
　三井住友銀行　高槻支店

法人 普通預金として管理している 4,949,790

 特定資産 退職給付引当資産
定期預金
　京都銀行　高槻支店

公1
退職金支払のための積立資産とし
て管理されている預金 10,000,000

普通預金
　京都銀行　高槻支店

公1 　　　　　　　〃 16,282,713

減価償却引当資産
定期預金
　三井住友銀行　高槻支店

公1
医療機器等更新のための積立資産
として管理されている預金 34,424,000

定期預金
　京都銀行　高槻支店

公1 　　　　　　　〃 41,710,000

応急診療所引当資産
定期預金
　りそな銀行　高槻支店

公2 応急診療所への補助資金 143,500,000
普通預金
　京都銀行　高槻支店

公2 　　　　　　　〃 60,000,000
定期預金
　三井住友銀行　高槻支店

公2 　　　　　　　〃 130,000,000

医療機器準備資産
普通預金
　りそな銀行　高槻支店

公1
医療機器購入のための積立資産と
して管理されている預金 27,000,000

減価償却引当資産（指定）
普通預金
　りそな銀行　高槻支店

公2 救命センター解体費 388,500,000

建物等 高槻市八丁西町1-10 公1
公益目的保有財産であり、応急診
療所事業に使用している 1,353,211

医療器機等備品 高槻市八丁西町1-10 公1 発熱外来用パーテーション 1,944,571

　

 その他固定資産 建物等 高槻市南芥川町11番1号 公2
公益目的保有財産であり、救命センター事業に
使用していた（解体準備中） 13

建物等 高槻市八丁西町1-10 公1
公益目的保有財産であり、応急診
療所事業に使用している 3,712,500

車輌運搬具 ドクターカー・公用車 公1
公益目的保有財産であり、応急診
療所事業に使用している 3

医療機器等備品 電子カルテシステム等 公1
公益目的保有財産であり、応急診
療所事業に使用している 27,516,071

医療機器 X線撮影装置等 公1
公益目的保有財産であり、応急事業に使用して
いる 25,232,658

出資金 北おおさか信用金庫 公2 出資金 10,000

固定資産合計 946,098,530

資産合計 1,509,510,708
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目     次 

 

 

令和４年度 決算報告書（ 再 掲 ） 

  

  

○公益目的事業 １  

夜間休日等応急診療等事業決算報告書 
 

（高槻島本夜間休日応急診療所） Ｐ４１～５０ 

  

  

○公益目的事業 ２  

救命救急事業決算報告書 
 

（大阪府三島救命救急センター） Ｐ５１～６２ 

  

  

○法人会計  

法人会計決算報告書 
 

（公益財団法人大阪府三島救急医療センター） Ｐ６３～６９ 
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公益目的事業　２　救命救急事業会計 （単位：円）

当 年 度 前 年 度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．　経常増減の部
　（1）　経常収益

① 医業収益
入院収入 161,829,859 788,923,754 △ 627,093,895
外来収入 4,593,100 16,932,827 △ 12,339,727
医業収益計 166,422,959 805,856,581 △ 639,433,622

② 医業外収益
受取文書料 562,250 1,709,300 △ 1,147,050
医業外収益計 562,250 1,709,300 △ 1,147,050

③ 受取補助金
受取府補助金 319,307,572 1,197,022,861 △ 877,715,289
受取市補助金 0 11,500,000 △ 11,500,000
受取補助金等振替額 85,066,802 171,387,107 △ 86,320,305
受取補助金等計 404,374,374 1,379,909,968 △ 975,535,594

④ 受託収益
研究受託収益 165,000 964,000 △ 799,000
業務受託収益 4,351,437 6,676,213 △ 2,324,776
受託収益計 4,516,437 7,640,213 △ 3,123,776

⑤ 受取寄付金
受取寄付金 0 40,000 △ 40,000
受取寄付金等振替額 1,459,277 26,696,834 △ 25,237,557
受取寄付金計 1,459,277 26,736,834 △ 25,277,557

⑥ 雑収益
運用財産受取利息 6,523 10,777 △ 4,254
雑収益 843,420 3,913,145 △ 3,069,725
雑収益計 849,943 3,923,922 △ 3,073,979

経常収益計 578,185,240 2,225,776,818 △ 1,647,591,578
　（2）　経常費用

① 運営事業費
薬品費 21,276,536 85,820,571 △ 64,544,035
診療材料費 39,198,506 98,693,546 △ 59,495,040
賄材料費 583,423 3,223,749 △ 2,640,326
報酬 249,280 168,096 81,184
医師給与 35,977,027 88,038,713 △ 52,061,686
看護師給与 112,022,003 371,429,532 △ 259,407,529
その他医療職員給与 29,917,645 95,767,543 △ 65,849,898
事務等職員給与 49,908,021 95,904,300 △ 45,996,279
非常勤職員給与 67,285,653 230,426,243 △ 163,140,590
法定福利費 37,331,721 114,728,296 △ 77,396,575
退職給付費用 43,942,541 25,464,252 18,478,289
退職給付掛金 1,404,000 6,420,000 △ 5,016,000
委託費 49,268,678 178,604,910 △ 129,336,232
研究研修費 819,181 2,573,141 △ 1,753,960
図書費 19,060 121,479 △ 102,419
福利厚生費 570,727 2,308,598 △ 1,737,871
旅費交通費 133,929 103,030 30,899
通信運搬費 1,840,111 2,511,733 △ 671,622
消耗什器備品費 339,550 2,426,012 △ 2,086,462
消耗品費 403,196 4,127,220 △ 3,724,024
修繕費 1,887,605 10,897,194 △ 9,009,589
印刷製本費 2,359,703 1,688,370 671,333

正　味　財　産　増　減　計　算　書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

科　　　　　　　目
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公益目的事業　２　救命救急事業会計 （単位：円）

当 年 度 前 年 度 増　　減科　　　　　　　目

光熱水費 18,692,479 35,274,951 △ 16,582,472
使用料及び手数料 8,683,807 30,882,416 △ 22,198,609
損害保険料 1,105,422 3,214,420 △ 2,108,998
食糧費 2,231 19,005 △ 16,774
諸会費 232,264 590,958 △ 358,694
交際費 55,000 71,500 △ 16,500
報償費 295,000 1,186,270 △ 891,270
燃料費 43,654 143,450 △ 99,796
車輌整備費 125,355 405,973 △ 280,618
租税公課 1,222,565 1,822,634 △ 600,069
支払利息 200,000 466,237 △ 266,237
減価償却費 115,916,724 468,467,983 △ 352,551,259
固定資産除却損 6,578,234 17 6,578,217
診療費徴収不納額 0 79,890 △ 79,890
ドクターカー事業費 9,829,714 25,084,477 △ 15,254,763

運営事業費計 659,720,545 1,989,156,709 △ 1,329,436,164
経常費用計 659,720,545 1,989,156,709 △ 1,329,436,164

当期経常増減額 △ 81,535,305 236,620,109 △ 318,155,414
２．　経常外増減の部
　（1）　経常外収益

① 固定資産売却益
車輌運搬具売却益 3,240,905 0 3,240,905
什器備品売却益 15,644,975 0 15,644,975

② 固定資産受贈益
固定資産受贈益 0 4,281,750 △ 4,281,750

経常外収益計 18,885,880 4,281,750 14,604,130
　（2）　経常外費用

① 固定資産譲渡損 0 0
固定資産譲渡損 49,472,479 0 49,472,479

② 応急へ移管 0 0
資金 105,000,000 0 105,000,000
固定資産 3

経常外費用計 154,472,482 0 154,472,482
当期経常外増減額 △ 135,586,602 4,281,750 △ 139,868,352
他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 217,121,907 240,901,859 △ 458,023,766
他会計振替額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 217,121,907 240,901,859 △ 458,023,766
一般正味財産期首残高 521,409,161 280,507,302 240,901,859
一般正味財産期末残高 304,287,254 521,409,161 △ 217,121,907

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受取補助金等

受取府市町補助金 0 452,499,000 △ 452,499,000
受取補助金等計 0 452,499,000 △ 452,499,000

② 一般正味財産への振替額
一般正味財産への振替額 △ 86,526,079 △ 198,083,941 111,557,862

一般正味財産への振替額計 △ 86,526,079 △ 198,083,941 111,557,862
③ 受取補助金返還額

受取補助金返還額 △ 245,487,149 0 △ 245,487,149
受取補助金返還額計 △ 245,487,149 0 △ 245,487,149
当期指定正味財産増減額 △ 332,013,228 254,415,059 △ 586,428,287
指定正味財産期首残高 720,513,228 466,098,169 254,415,059
指定正味財産期末残高 388,500,000 720,513,228 △ 332,013,228

Ⅲ　正味財産期末残高 692,787,254 1,241,922,389 △ 549,135,135
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公益目的事業　２　救命救急事業会計 （単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

 現預金 現金 手元保管 釣銭として 50,000

預金
普通預金
　りそな銀行　高槻支店

運転資金として 147,404,226
普通預金
　三井住友銀行　高槻支店

　　　〃 20,522,006
普通預金
　京都銀行　高槻支店

　　　〃 169,346,468
普通預金
北おおさか信用金庫　高槻支店 　　　〃 940,220

 その他流動資産 未収金 大阪府 補助金(運営事業他）未収金 36,000,000

ダイドー 自動販売機販売手数料 1,554

流動資産合計 374,264,474

（固定資産）

 特定資産 退職給付引当資産
定期預金
　三井住友銀行　高槻支店

退職金支払のための積立資産として管
理されている預金 0

定期預金
　京都銀行　高槻支店

　　　　　　　〃 0
普通預金
　京都銀行　高槻支店

　　　　　　　〃 0

応急診療所引当資産
普通預金
　京都銀行　高槻支店

応急診療所への補助資金 143,500,000
定期預金
　京都銀行　高槻支店

　　　　　　　〃 60,000,000
定期預金
　三井住友銀行　高槻支店

　　　　　　　〃 130,000,000

減価償却引当資産（指定）
普通預金
　りそな銀行　高槻支店

救命センター解体費 388,500,000

 その他固定資産 建物等 高槻市南芥川町11番1号
公益目的保有財産であり、救命センター事業に使用
していた（解体準備中） 13

車輌運搬具 ドクターカー・公用車 事業廃止に伴い公１事業に移管 0

出資金 北おおさか信用金庫 出資金 10,000

固定資産合計 722,010,013

資産合計 1,096,274,487

財　　産　　目　　録
令和５年３月３１日現在

貸借対照表科目
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 １　救 急 来 院 患 者 数 （単位：人）

 　　    　                     月

  区　分 4月 5月 6月 総　   数

 来院患者総数 78 81 37 196

 入         院 27 34 8 69

 外   来   死 20 18 10 48

 検 査 依 頼 12 12 10 34

 処 置 の み 13 4 5 22

 再         診 6 13 4 23
 退   院   数 37 31 17 85

(内)死亡退院数 (6) (6) (1) (13)

 ２  患 者 取 扱 実 績 （単位：人）

 　　    　                     月

  区　分 ４ 月 ５ 月 ６ 月 総数・割合
 在院患者延数

　       　   　（人） 360 290 181 831
 新入院患者数

　　      　    （人） 27 34 8 69
 退院患者数

         　　　 （人） 37 31 17 85
 １日平均在院

 患 者 数     (人） 12.0 9.4 6.0 9.1
 平均在院日数

　         　　 （日） 11.3 8.9 14.5 10.8
 病床稼働率

　           　 （％） 32.3% 25.3% 16.1% 24.6%
 手 術 件 数

　   　       　（件） 4 7 2 13

令和4年度   　　 大阪府三島救命救急センター利用状況
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 ３　来 院 患 者 原 因 区 分 （単位：人）

区     分  入 院 外来死 外 来 総　 　数

  疾       病 44 38 16 98

  交 通 事 故 2 1 1 4

  検 査 依 頼 0 0 34 34

  そ  の  他 23 9 5 37

   総     数 69 48 56 173
（注）再診は、含まない。

　４　患 者 重 症 程 度
　　        月

 区 分 4月 5月 6月 総　 　数

 最 重 症 28 22 11 61
 傷
 病  重    症 19 29 6 54
 程
 度  中 等 症 0 0 0 0

 そ の 他 13 5 6 24

総     数 60 56 23 139
（注）再診は、含まない。
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 5  来院患者住所別分類 （単位：人）

入    院 外  来  死 外    来 総　　数
高槻市 31 30 41 102
三島郡島本町 3 1 1 5
茨木市 20 13 2 35
摂津市 4 3 4 11
枚方市 0 0 3 3
寝屋川市 0 0 0 0
交野市 0 0 0 0
守口市 0 0 0 0
門真市 0 0 0 0
大東市 0 0 0 0
吹田市 2 1 2 5
箕面市 2 0 0 2
豊能郡豊能町 0 0 0 0
豊能郡能勢町 0 0 0 0
豊中市 1 0 0 1
池田市 0 0 0 0
東大阪市 0 0 0 0
八尾市 1 0 0 1
松原市 0 0 0 0
羽曳野市 0 0 0 0
大阪市 4 0 0 4
府外 1 0 3 4

総　　　数 69 48 56 173
（注）再診は、含まない。

 6  消防署別救急隊搬入患者数 （単位：人）

        区 分

救急隊名 入    院 外  来  死 外    来 総　　数
高槻市 31 31 3 65
三島郡島本町 3 1 0 4
茨木市 19 13 2 34
摂津市 5 3 4 12
枚方市 0 0 1 1
寝屋川市 0 0 0 0
交野市 0 0 0 0
守口市 0 0 0 0
大東市 0 0 0 0
吹田市 2 0 0 2
箕面市 2 0 0 2
豊能郡豊能町 0 0 0 0
豊能郡能勢町 0 0 0 0
豊中市 0 0 0 0
池田市 0 0 0 0
東大阪市 0 0 0 0
松原市 0 0 0 0
八尾市 1 0 0 1
羽曳野市 0 0 0 0
大阪市 3 0 1 4
府外 0 0 0 0

66 48 11 125
（注）再診は、含まない。

        区 分

総　　　数
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 7  患 者 搬 入 経 路
(1) 救急隊直接搬入    （単位：人）

救急隊名 入    院 外  来  死 外    来 総　　数
高槻市 29 31 3 63
三島郡島本町 3 1 0 4
茨木市 15 13 2 30
摂津市 4 3 4 11
枚方市 0 0 0 0
守口市 0 0 0 0
大東市 0 0 0 0
吹田市 1 0 0 1
箕面市 1 0 0 1
豊能郡豊能町 0 0 0 0
豊能郡能勢町 0 0 0 0
豊中市 0 0 0 0
池田市 0 0 0 0
東大阪市 0 0 0 0
羽曳野市 0 0 0 0
大阪市 3 0 1 4
府外 0 0 0 0

総　　　数総　　　数 56 48 10 114

(2) 病院・医師からの紹介    （単位：人）

市町村名 入    院 外  来  死 外    来 総　　数
高槻市 4 0 34 38
三島郡島本町 0 0 0 0
茨木市 4 0 0 4
枚方市 0 0 1 1
寝屋川市 0 0 0 0
交野市 0 0 0 0
摂津市 1 0 0 1
吹田市 1 0 0 1
箕面市 1 0 0 1
八尾市 1 0 0 1
池田市 0 0 0 0
東大阪市 0 0 0 0
松原市 0 0 0 0
羽曳野市 0 0 0 0
岸和田市 0 0 0 0
大阪市 0 0 0 0

総　　　数総　　数 12 0 35 47

(3) 直　接　来　院    （単位：人）

市町村名 入    院 外  来  死 外    来 総　　数
人  　　数 1 0 11 12
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 ８  退 院 患 者 転 帰 区 分 （単位：人）

　　    　　               月 　  総　数
  区　分 4月 5月 6月

 全 治 退 院 － － －
27 人

 軽 快 退 院 11 10 6 (31.8%)
45 人

 転         院 20 15 10 (52.9%)
13 人

 死 亡 退 院 6 6 1 (15.3%)
85 人

 総       数 37 31 17

(割合 %)

－

(100.0%)
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